
 

 

 

 

☆令和７年度 実力テストについて （１日で５教科） 

  本校では，学校の定期試験に加えて 『実力テスト』 が行われます。現在，広島県公立高等学校入 

学者選抜試験の一次選抜においては，初日に学力検査（５教科）が行われます。本校で実施する実力

テストについては，入学者選抜日程に合わせて，１日５時間で実施することとなります。 

 

〇全学年実力テストの年間計画 

学 年 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 

１年生  ９月８日（月）  １月２１日（水） 

２年生 ６月３日（火） ９月８日（月）  １月２１日（水） 

３年生 ６月３日（火） ９月８日（月） １０月１７日（金） １月８日（木） 

 

実力テストは学校の成績とは直接関係ありませんが，進路を切り拓くための資料としてとても大切

なテストです。入学試験の判定は学校の成績と当日の試験の成績（公立高校の場合は，自己表現）を

総合的に判断して決定されます。実力テストは，入学試験（学科試験）の力試しとなり，志望校を決

定するための目安にもなります。 

次のことを心掛け，学習を進めていきましょう。 

 

①理解度をはかる 

実力テストは，中学校１年生のときから今までに学んだことが，どのくらい定着しているかを調べ

るものです。自分はどれくらい理解できているのか，また苦手なところや課題はどこなのか，そうい

ったことを知るためのものです。 

「受験勉強を始めないといけないけど，どこから手をつけていいかわからない」という人も多いと

思います。まず，今の自分の力がどのくらいで，これからどこを重点的に勉強すればよいのか，それ 

 がわからなければ，勉強する方法もわかりませんね。実力テストは，それを知るためのものです。 

 

②目標にする 

まず６月までにここまでやろう，そして次に夏休みの間にこれをやろう，というようにこの一年の 

 間に区切りをつくり，学習の目安をもちながら勉強を進めた方が効果的です。「テストばっかり！」「え

～またテスト？」と嘆いているのはマイナス思考。それよりも「目標をもってメリハリをつけて頑張

ろう！」というプラス思考でいきましょう。もちろん，定期試験や部活動の試合・発表会の日程も念

頭に置いて計画的に取り組みましよう。 

 

③進路を決めるための目安にする 

定期試験は出題範囲が限られています。せまい範囲の内容を，深く，授業にもとづいて出題します。

授業で学習した内容がそのままの形で出題されることも多いはずです。 

一方，実際の入試問題は１年から３年までの学習範囲からまんべんなく出題されます。実力テスト

も広い範囲から出題されますから，実際の入試問題で自分がどれくらいの力を発揮できるのかを知る

目安となります。そのため，これから皆さん一人一人の進路を考えるうえで大切な資料ともなるわけ

です。 

 

三次市立吉舎中学校 

進路通信 第４号（全学年対象） 

令和７年 ５月２７日 

第１号 

次の桜が咲く日まで 

実力テストまであと１週間，自学ノートを活用してこれまでの学習の復習をしよう！ 


